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ユビキタス社会ユビキタス社会

便利さ，
パーソナライズ

コンテキストアウェア
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UBIQUITOUS WORLDUBIQUITOUS WORLD

ビジネス・産業ドメイン

情報家電

Hot Spot

消費，ホームドメイン

ITSドメインセンサネットワーク

政府・自治体ドメイン教育ドメイン

ネットワークに接続する種々の要素
を利用して，より便利な機能を！

我々の日常生活は，今後益々個人が主役となっていくと想定される．個々人のコンテキストや嗜好を
反映するユビキタス機能がネットワークを通して提供されるべきであり，ネットワークに接続される情
報機器，センサ類，コンテンツやプログラムなど種々のエンティティ が利用可能となるであろう．

ビジネス･産業ドメイン
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ユビキタス研究の取り組み体制ユビキタス研究の取り組み体制

超小型チップ
UAA
Ubila

ユビキタスネットワークキングフォーラム

総務省情報通信政策局

センサネットワーク技術

ネットワークロボット技術

ユビキタスネットワーク技術

電子タグ技術

技術政策課

内閣府

経産省，国交省，文科省，．．．
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ユビキタスネットワーク認証・エージェントユビキタスネットワーク認証・エージェント (UAA)(UAA)グループグループの位置付けの位置付け

ユーザがどんな状況にあっても適切なサービスの享受と提供が可能で，経済活動を活性化できるユ
ビキタスネットワーク社会を構築することを目的に，種々のユビキタス関連研究プロジェクトの成果を
連携させ，u-Japan基盤を構築する．

移動体網NW 無線LAN 固定網

ネット
ワーク

プラット
フォーム

アプリケー
ション

ユーザ

センシング
デバイス

アプライ
アンス

ITS NW

JGN2等広域超高速ネットワーク
JGN2等広域超高速ネットワーク

チップNWチップNW

超小型チップ

超小型チップネットワーク

「コンテンツ市場」「コミュニティ」「電子商取引」「流通」「ソリューション」・・・

企業 組織・団体 個人

【2】 ユビキタスネットワーク認証・エージェント技術

【1】 超小型チップネットワーキング技術アクチュエータ

【3】 ユビキタスネットワーク制御・管理技術

電子タグ技術
センサNW技術

ＮＷロボット技術

電子タグ高度利用
セキュアユビキタス
自律移動支援

・・・・・・
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UAAUAAグループの研究目標グループの研究目標

■研究目標
ユビキタス時代の種々のアプリケーション構築のためのプラットフォーム技術を確立すべ

く，個人個人のライフスタイル・行動パタンを的確に反映できる新しい「認証技術」や「エー
ジェント技術」を研究開発し，日本発の標準とすることで世界をリードする．

家でも

帰宅時
にも

会社でも

お店でも

新幹線でも

スケジューラー
とリンクした自

動アラーム
ZiZiZi

渋滞情
報配信

個人に合わ
せた最適コン
テンツ推薦

顔認証
OK！

今日の予定は
10:00 ○×物産です

認証
OK

指紋認証OK
ロック解除

外出先でも

動的な出力装
置発見＆装置

に適応した出力
制御 最近魚が多い

ので，お肉は
いかがですか

おかえ
り！

移動中のコン
テンツ配信

ビジネス最新
ニュース
14:００現在

○×社の株価は・・・

いつでもどこでも，安心・安全・確実に
サービスを利用したい

今この場で欲しいサービス
を，自在に利用したい
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目標を実現するための技術と研究体制目標を実現するための技術と研究体制

■いつでもどこでも，

安心・安全・確実に
サービスを利用したい

■今この場で欲し
いサービスを，自在
に利用したい

オ）コンテンツ流通エージェント技術

ウ）自律分散ノード認証技術

ア）大量モビリティ対応認証技術
イ）分散型認証制御技術

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
エ-1）自律適応型ネットワークシステム構成技術
エ-2）自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術

（日立製作所）

（NTT）

（東京大学）

（大阪大学）

●膨大な数のネットワーク要素環境でも高速で動作する認
証プラットフォーム

●ネットワーク単位の移動時における高速認証

●状況に応じたハードウェア自律変更
●その場その時そのユーザに適したサービスを合成

●過去/現在/未来のプロフィールに応じたコンテンツ推薦や低
機能端末の適応的ルーチング
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研究実施計画研究実施計画

Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度項 目

調査・基本開発 方式開発・試作 技術検証・機能拡張 総合トライアル

基本技術確立個別技術推進 連携技術確立 他グループ
との連携準備

ユビキタスネットワーク
技術年度目標

グループ内
連携実証実験

全グループによる
総合実証実験

他グループと
の部分連携
機能開発

個別デモ

連携サービス
具現化

■H19年度の全技術グループ連携によるユビキタスネットワーク連携実証のために研究を推進中．

取り組みポイント

連携機能開発
前倒し

グループ内
実証実験

他グループ連携
機能開発

概要線表

主なイベント ▲
ユビキタス
ネットワーキ
ングフォーラ
ム講演

▲UNS2004

▲UNS2005

▲INTEROP

▲実験公開

▲UNS2006

▲実験公開

▲SAINT2005
Workshop講演

▲UNS2007

▲SAINT2006
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各組織毎の研究目標（日立製作所各組織毎の研究目標（日立製作所 課題ア），イ））課題ア），イ））

ユビキタス認証
プラットホーム

ユーザ・端末

情報機器・ｻｰﾋﾞｽ

ユビキタス認証
制御ネットワーク

ア）大量モビリティ対応認証技術，イ）分散型認証制御技術
★10億規模の端末のアクセスに耐える高性能で操作の容易な認証プラットフォーム実
現 →個人情報・ＩＤ情報を活用した新たなパーソナルサービスや異業種融合ビジネスの
創出に寄与．

コンテキストアウェア利用認証によ
る端末処理負荷・操作負荷の低減

異種ドメイン間認証によ
るシングルサインオン・
シームレスローミング

ユーザ/端末認証処理

アクセス制御ポリシー設定
処理

アクセス制御ポリシー高速生成・設定
によるセキュアな常時接続サービス

高速な認証チャネル設定
認証処理全体スループット向上

K
io

sk 認証/通信チャネル分離

エージェント

・ICカード/生体情報を利用したモバイルユーザ向け認証を実現．操作性向上（ｼﾝｸﾞﾙｻｲﾝｵﾝ）．
・要素数100倍の環境下で千倍の性能向上．制御ルールを瞬時に設定，認証用経路設定を1秒以内．
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各組織毎の研究目標（東京大学各組織毎の研究目標（東京大学 課題ウ））課題ウ））

ウ）自律分散ノード認証技術
★ノード単体やサブネットワークの移動をユーザに隠蔽し，瞬時に認証・権限チェックを
実行 →移動の意識無く継続的なサービス提供可能．

アクセス
ルータ

ad-hocネットワーク

移動ノード

移動ネットワーク

超高速IPv6バックボーン

ノード単体移動時の高速認証

ad-hocネットワークへの
参加・離脱時の高速認証

サブネットワーク移動時
の高速認証

・自動的にv6インターネットに接続し，通信できるPlace&Play機能．
・無線方式の最適選択と移動時の認証処理を50ミリ秒以下に抑える．
・移動ノードと移動透過な通信を行うプロトコルの提案・開発．→IETF等へ．

移動ネットワークへの参加

状況の反映，分散
キャッシュ利用等に
よる処理の高速化

Privacy と Trace-ability の両立
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各組織毎の研究目標（各組織毎の研究目標（NTTNTT 課題エ）課題エ）--11））

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
エ-1）自律適応型ネットワークシステム構成技術
★さまざまな環境の変化に対して回路レベルで自律適応する機器構成技術
→種々のNW機器を本技術で構成・相互連携させることで，高性能で経済性，利便性に
優れたユビキタスネットワーク環境の構築．

・各機器の自律適応性により，システム全体の有効スループットを10-100倍に向上させる．
・構築コスト，運用コストを1/10以下に削減する．
・サービスに対応した処理能力を実現し，1/10以下の低消費電力化を図る．

固定網

無線LAN移動体網 センサ網

回路機能の自律適応

環境変化に即応して，
必要機能を動的に生
成，変更．

可変NW
I/F部

制御部

可変
無線部

可変
無線部

制御信号

NW1
（Internet）

NW2
（有線網）

統合ノード

…

データ

自律適応型
ハードウェア

可変NW
I/F部

制御部

可変
無線部

可変
無線部

制御信号

NW1
（Internet）

NW2
（有線網）

統合ノード

…

データ

自律適応型
ハードウェア

無線インタフェースの論理変更
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各組織毎の研究目標（各組織毎の研究目標（NTTNTT 課題エ）課題エ）--22））

エ-2）自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術
★サービス合成エージェントにより，その場その時に適したサービスを合成．
→企業だけでなく一般ユーザが持つデバイス，サービスを用いた多様なサービス実現．

ユーザ利用履歴学習による，新たなサービスの自動生成，嗜好・流行への適応．

・既存技術のWebサービス連携に比べ，千倍以上のサービス要素数をハンドリング可能にする．
・一般ユーザでも１分で新しいサービスを作成可能な記述． 学習による適切なサービス提案．
・確立するサービス合成技術は，GGF等の標準化団体へ．

サービス要素群
ボトムアップ型

設計図

実サービス
トップダウン型

設計図流通

利用履歴学習による，
新たなサービス生成

状況に応じた発見，選択，動的
バインドによるサービス合成

携帯端末に合成エンジン搭載

様々なサービス要素を
統一的に扱う意味的記述
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各組織毎の研究目標（大阪大学各組織毎の研究目標（大阪大学 課題オ））課題オ））

オ）コンテンツ流通エージェント技術
★ユーザ状況(TPO)や環境，ユーザ嗜好，ネットワーク状況に応じた適応的経路制御技
術→端末の属性・性能を意識することなくアクセスでき，最適なネットワーク構成で配信．
家電や携帯端末を利用した新しい緻密型サービスを実現．

どこでも商用・個
人コンテンツ配信

ユーザの能動的行動不要
なコンテンツ利用形態

・生産・流通・消費サイクル活性化に役立つユビキタスコンテンツアクセスメカニズムを確立．
・誰でも容易にコンテンツを配信，見たい情報を何時でも何処でも視聴可能．
・数10万規模の個人プロファイル情報の管理制御，数万コンテンツとのマッチングを実現．
・開発したエージェントプラットホームをProject JXTA等を通じ，オープンソースにより公開．
・異種無線アクセスシステムを適応的かつシームレスに利用可能．

効率的経路確定処理
（適応的経路制御技術）

ユーザと環境を意識した
コンテンツ流通
（コンテンツの個人化と適合化）

経路制御エージェント
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UAAUAAグループの研究目標グループの研究目標に対するに対する現在到達点現在到達点

ア，イ） →スループット10倍
ウ） →IETFにて標準化
エ-1） →自律回路実現
エ-2） →合成基盤確立
オ） →ｵｰﾌﾟﾝｿﾌﾄ化準備

家でも

帰宅時
にも

会社でも

お店でも

スケジューラー
とリンクした自

動アラーム

ZiZiZi

渋滞情
報配信

個人に合わ
せた最適コン
テンツ推薦

顔認証
OK！

今日の予定は
10:00 ○×物産です

認証
OK

指紋認証OK
ロック解除

外出先でも

動的な出力装
置発見＆装置

に適応した出力
制御 最近魚が多い

ので，お肉は
いかがですか

おかえ
り！

移動中のコン
テンツ配信

ビジネス最新
ニュース
14:００現在
○×社の株価は・・・

コンテンツ
プロファイル

認証情報
NEWS

センシング
デバイス

ウ）自律分散ノード認証
Place&Play機能，NEMOの標準化

オ）コンテンツ流通エージェント
数万メタデータマッチング可能エージェント
低機能端末の無線利用効率69%に向上

エ-2）自律適応型NWシステム構成エージェント
メタ情報に基づいた合成行うエージェント確立

エ-2）自律適応型NWシステム構成エージェント
メタ情報に基づいた合成行うエージェント確立

エ-1）自律適応型NWシステム構
成エージェント
自律回路を用いた機器実現

ア，イ）大量モビリティ対応認証・分散
型認証制御
認証エージェントにより10倍性能向上

新幹線でも

10億規模の端末のアクセスに耐える高性能認証プラットフォーム．

サブNWやノードの移動をユーザに隠蔽し瞬時に認証・権限チェック．
環境変化に対し回路レベルで適応しスループットを高める機器構成．
その場その時に適したサービスを実現するサービス合成エージェント．
ユーザ状況嗜好に応じたコンテンツ推薦と適応的ルーチング．
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各機関のこれまでの成果各機関のこれまでの成果

ウ）自律分散ノード認証技術（東大）
【これまでの成果】
① Place&Play機能

電波強度による次に接続すべき基地局の検出機能の実現．位置登録機能とAAA機能
の融合．
② 移動透過通信機能

Mobile IPv6, NEMO Basic Support ProtocolのIETFでの標準化への貢献．屋内/屋外で
の実証実験．

ア，イ）大量モビリティ対応認証技術・分散型認証制御技術（日立）
【これまでの成果】
①ユーザの移動を検知して瞬時に認証・権限チェックを行うことにより，その場所のポリ
シーに適したサービスを利用可能とする認証制御プラットホームを実現・・・状況適応型分
散エージェント技術，異種ドメイン間認証連携技術などを開発．スループット10倍，100万
規模アクセス可能．
②認証制御エージェントを実装したノード間を専用チャネルで接続することにより地理的
に離れたドメイン間でのアクセス制御認証を容易とする分散型制御プラットフォームを実
現・・・帯域予約型プロトコルなどを開発



Ubiquitous Authentication and Agent Group

16

各機関のこれまでの成果各機関のこれまでの成果

オ）コンテンツ流通エージェント技術（阪大）
【これまでの成果】
①コンテンツ発見・推薦のためのメタデータマッチング機構を考案，エージェントベースの
プロトタイプを開発．
②位置情報に基づく効率的P2Pネットワーク構成手法，安定性の高いマルチキャスト配信
手法の提案．
③無線統合網における新たなモビリティ制御技術を提案，プロトコル実装を完了．

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術（NTT）
【これまでの成果】
①ネットワーク装置の回路レベルの論理をネットワーク状況に応じて変更する技術を確立．

‐‐プロトタイプによる自律適応型チップ構成技術，システム構成の基本設計技術を実現．
②サービスの意味的シナリオを解釈し，サービス要素をNW内で発見，合成するエンジン
機能を実現．

--メタデータ自動解決，環境適合性，インテリジェントなIF整合技術を実現し，標準化団
体GGF (Global Grid Forum)にて打診中．
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UAAUAAグループ内グループ内連携システム連携システム ワンダーキャッワンダーキャッチャーチャー

ショッピング・食事に来られたお客様に，マスコットやPDAを用いて，様々な驚きや気付きを与える

・事前/来店時にチェックした商品があるエリアに入ると，マスコットが振動して通知し個人向け商品表示
・誕生月等ユーザプロパティに合わせてアクセス制御をし，特別なサービス提供（星占い，クーポン等）

■サービスイメージ

マスコットをかざ
してチェック

【歩いていると・・・】

【家族や友達が通ると･･・】

○○さん 女性
１．ハンドバッグ
２．ジャケット
３．サングラス
・・・・

個人ごとの気になる
物リストができる

PDA／タッチパネルを使って

・チェック商品，お薦め商品表示

・行きたい店までの地図表示

・クーポンなど発行

プルプル

詳しい情報は，，，

UAAグループのNTT，大阪大学，日立製作所の技術を連携し，ショッピングモールでの買
い物を支援する，ワンダーキャッチャーシステムを実現した．2006年2月に，実際のショッ
ピングモールで実証実験を行う．

NTT技術

（適切な機器合成）

これいい

ﾏｽｺｯﾄを持って
お楽しみください！

日立製作所技術
（シングルサイン認証）

チェックした商品あるよ！
お薦め情報があるよ！

この店に友達が欲しい
ものがあるよ！

大阪大学技術
（高適合率推薦）
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UAAUAAグループのグループのH16H16年度～の成果公表年度～の成果公表

【H16年度】
●ユビキタスネットワーキングフォーラムにて受託研究の計画・内容・取り組み状況を発表．
●ITRC研究会にて受託研究の計画・内容・取り組み状況を発表．
●ITS世界会議愛知・名古屋2004にて東大の研究成果をデモ．
●ユビキタスネットワークシンポジウム2004（UNS2004）開催．
●SAINT2005で，Ubiquitous Network Workshopを企画・開催．日立，NTT，阪大から発表．
●サイバー関西プロジェクト（CKP）シンポジウム（3/4）にて，受託研究内容を紹介．
●青森県主催「ユビキタス?君なら何する??」（3/5）に展示・審査員．青森放送の放映あり．
●その他，信学会情処学会等の全国大会・研究会にて随時研究内容を発表．展示会（NTT

R&Dフォーラム等）でも連携成果公表．

【H17年度】
●Interop2005出展．日立，NTT，阪大の動態展示．ユビキタス連携協議会の取材．
●青森県主催第二回ユビキタスフェア(6/21-22)に阪大‐NTT連携システム展示．CATV取材．
●NORTH21世紀プロジェクト（北海道の医療ユビキタス検討）にて阪大・NTT技術講演．
●信学会IN研究会（7/14）の招待講演にて受託研究技術の発表．
●IEEE協賛Mobiquitous (7/20)，IEEE CCNC2006にて展示(2006/1/8予定)．
●青森県主催の第2回「ユビキタス？君なら何する？？」（9/18）に展示．
●SAINT2006のプログラムコミッティとして，ユビキタス技術セッションの企画，論文発表．
●2006年2月に，連携実証実験を実施予定．
●その他，国際会議，信学会情処学会等の研究会，展示会にて随時研究内容を発表．



Ubiquitous Authentication and Agent Group

19

UAAUAAグループのグループのH16H16年度～の成果公表年度～の成果公表

2004年11月

ユビキタスネットワーク
シンポジウム2004

（＠台場）

2005年6月
Interop

（＠幕張）

2005年6月
第2回ユビキタスフェア

（＠青森）
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平成平成1818年度研究目標と取り組みポイント年度研究目標と取り組みポイント

ウ）自律分散ノード認証技術（東大）
【平成18年度の実施計画】屋外実証実験により高完成度実現
① Place&Play機能： 屋外における実証実験．
② 移動透過通信機能： さらに実験運用を進め，完成度を高めると共に運用技術の蓄積
を図る．

ア，イ）大量モビリティ対応認証技術・分散型認証制御技術（日立）
【平成18年度の実施計画】状況取得に基づくアクセス制御高度化とスループット高スケー
ラビリティ実現
①状況センシング（音声，画像等）とユーザの行動モデルによるアクセス制御高度化技術，
ポリシーを柔軟・簡単に設定可能な管理インターフェース技術．
②アクセススループットのスケーラビリティを確保するための認証トラヒック負荷分散技術，
認証制御エージェント間のシームレスな連携を実現するためのコンテキスト情報データ
ベース同期化・検索技術．

■今年度の実証実験を踏まえ，より実用化の方向を目指して行く．
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各機関の平成各機関の平成1818年度研究の取り組みポイント年度研究の取り組みポイント

オ）コンテンツ流通エージェント技術（阪大）
【平成18年度の実施計画】エージェントPFの世界初オープンソフト化
①コンテンツ発見・推薦エージェント技術，P2Pネットワーク構成技術，マルチキャストコン
テンツﾏ配信技術の高度化．
②世界初の実用ユビキタスエージェントプラットフォームの確立を目指したプラットフォー
ムのオープンソース化とアプリケーションの構築．
③無線統合網におけるネットワークエージェントとユーザエージェントの協調手法の開発．

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術（NTT）
【平成18年度の実施計画】ソフト無線への適用・機器構成，およびユーザ履歴学習による
新サービス生成
①自律適応型ハードウェアのネットワーク機器への適用を想定した，システム機器構成
技術および制御技術．
②履歴学習機能による新規シナリオ自動生成，携帯電話対応プロキシ，ポータル型合成
エンジン技術．
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UAAUAAグループを超えた連携（ユビキタス連携協議会により推進）グループを超えた連携（ユビキタス連携協議会により推進）

アプライアンス技術アプライアンス技術

プラットフォームプラットフォーム
技術技術

アプリケーションアプリケーション
高度化技術高度化技術

高機能ネットワーク技術高機能ネットワーク技術ユビキタスシステム技術ユビキタスシステム技術

認証機能（アクセス権限管理）

ア）ネット
ワークシス
テム技術？

要素連携機能

移動端末認証機能（IPv6）

コンテクスト・プロファイル

NW
ロボット

ア)ネット

ワークシス
テム技術

他プロ
ジェクト

電子タグ

ア)シームレ

ス・タグ情報
管理技術

他プロ
ジェクト

2-1. 大量モビリティ対応認証

技術（日立）

2-2. 分散型認証制御技術（日

立）

2-3. 自律型分散ノード認証技

術（東大）

2-5. コンテンツ流通エージェ

ント技術１（阪大）

2-4-2. 自律適応型ネットワー

ク分散サービス合成技術（ＮＴ
Ｔ）

2-5. コンテンツ流通エージェン

ト技術２（阪大）

2-4-1. 自律適応型ネットワークシステム構成技術（ＮＴＴ）

1-I. アクティブ型超小型チップ
ノード（YRP）

1-II. 大量ノード管理技術
（YRP）

3-オ1. アクセスオープンプラッ

トフォーム技術（慶應）

3-オ2. アクセスオープンプラッ

トフォーム技術（東大）

3-イ. ネットワーク自己組織化
技術（KDDI研）

3-ア. ネットワーク計測技術
（九工大，KDDI研）

3-ウ. ネットワークサービス制
御技術１（NEC）

3-キ. 適応的サービス制御技

術（富士通）

3-カ. プロファイル流通/最適生
成技術（KDDI）

3-ウ. ネットワークサービス制
御技術2（NEC）

3-エ. ネットワーク経路制御技術（九工大，富士通）

【ユビキタス連携協議会】 委員長青山教授，メンバ：ユビキタスネットワーク受託研究組織，事務局：UAAグループ


